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＊
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1 ．は じめ に

　愛媛県大 洲 市 の 瀬戸 内海 沿岸 で は，秋 か ら冬 に か けて 肱

川 あ ら し とい う強い 局 地風 が発 生す る。こ の 強風は 地狭風

の 特徴 を有 し
， 独特な地形 との 関係が 深 い （荒川，2006）。

10mtsを超 え る 風速 が 夜間か ら翌 朝 ま で 継続 す る こ とが 知

られ て い るが （中 田 ， 1982）， この 肱 川 あ ら しの 実態や 発

生 メカ ニ ズ ム につ い て は 不 明 な 点 も多 く，観測資料 も多 く

は ない 。風力発電への 利用 とい っ た地 域 に お け る有効活 用

の 将来性 を検討す る うえ で も，今後も気 象観測は 必 要 と さ

れ る、本 稿 で は，2011 年秋 か ら開始 し た 肱 川あ ら し の 集

中気象観測の うち，地 上観測の 結果を報告 し て い く。

2 ．気象観測

　2011年 10月 28 日〜ll月 2 日，同 年 12月 19 日〜24 目，
2012 年 11月 3 日 〜 4 日の 3 期間 に わ た り集中観測 を実施

した．観測要 素は場所や期間 に よっ て 異な る が，気温
・
黒

球温 度・相対湿度・気圧
・
風向風速を 1 分間隔で 計測 した。

観測地 点 は 2011 年 に は 8 カ 所 設 け た が，2012 年 で は こ

の うち肱 川 河 口 の 1カ 所の み とした。また，こ れとは別 に

2011 年 に は長期間に わ た り微気圧 の 計測も 1 分間隔 で お

こ なっ て い る、

3 ．結果

　 3 回 の 観 測 期 間 中，2011 年 11月 1 日，同 年 12 月 20〜

22 日，2012　ei　11月 4 日 の 各 日 の 前 日 夜半か ら午前 中 に か

け て 肱 川 あ ら し と思 わ れ る 内 陸 か らの 強 風 現 象 が 観測 さ

れ た。い ずれ も移動性高気圧 に 覆われ るか ，冬型 の 気圧 配

置 が緩 ん だ気象条件下 で 発 生 し て い る，
（1） 高 度 に よ る 風 速 の 違 い

　 2012 年 ll月 3〜4 日に観測 され た 風 速を図 1 に示 す。
先行 研 究で報告され る肱 川 あ ら しの 風 速は，肱 川河 口 付近

に設 置されて い る長浜 AMeDAS （風向風速計の 高 さ約 7m）

で の 記録 が ほ とん どで あ る。こ の 日 の 長浜 AMeDASIO 分

値 で は，11月 4 日 7 時 50 分 に最 大 瞬 間 風 速 112m ！s が 観

測され た。しか し肱川河 口 の 橋 上 （風速計の 高さ約 20m ）

に 独自に 設置 した 風 速計で は ，8 時 11分 に こ れ よ りも強

風 とな る 16．Om ！s の 最 大瞬間風 速を 記録 して い る。測 定高

度の 違い もあるが，摩擦抵抗 の 小 さな 水 面 で あ る肱 川 の 直

上 大 気 で 肱 川 あ ら しの 強 風 軸 が 存 在 す る と予 想 され る。河

凵 堤防の 地上高さ 3m の 場所 に 設置 し た風速計で は，8 時

49 分 に 8．7m ／s の 最大瞬間風速を観測 して い た 。

　 こ の 他に 興味 深 い 特 徴 と し て は ，肱 川 河 口 で 観測 され る

日中の 海風 も 同程度 の 風 速 を有 して い る点で あ っ た。
　（2 ） 風 速 と水 平 気 圧 傾度 の 関係

肱川河 口 と組 0  内 陸に あ る大 洲 盆 地 で 測 定 され た 海

面 気 圧 の 差 と風 速 （い ず れ も測 定 は 地 上 高 さ）の 関係 を 調

べ た （図 2 ）。肱 川 あ ら しは，肱 川 上 流の 大洲 盆地か ら霧

を伴い なが ら肱川 に 沿っ て 発 生 する と言わ れ て い る が，実

際に 強 風 が 観 測 され る の は河 口 付 近 に 限局 化 され て い る。
　 肱 川 あ ら しの 発 生 時間 帯 に は，水平 方向の 気圧 差と風 速

の あ い だ に 明瞭な正 の 相関が認 め られ た （図 2a ）。 盆 地 と

河 口 の あい だ の 水平気圧傾度力の み に よ っ て 盆地 の 空気

塊が 河 口 ま で 加 速度運動す る 条件を 仮定 す る と，観測に よ

っ て 得 られ た 気 圧 差 か ら求 め られ る河 口 付 近 の 理 論 風 速

は 最大 で 約 18rntsとな り，図 1 で 示 した肱 川 あ ら し最盛期

の 実測風 速 に も近 い こ とが わ か る。

　
一

方で 陸風 や季節 風 の 時間帯 は，水平方向 の 気圧差 と風

速の あい だ に 上 述 の よ うな 相関関係 が み られ な か っ た （図

2b ・
c ）。こ の こ とか ら肱 川 あ ら しの 発 生 に は，盆 地 大気

の 高圧 化が 奄 要 な役 割 を 果 た し て い る こ と が 示 唆 され る。
　謝辞 ：観測 は 岡山理科大学総合情報学 部並 び に 神 戸 大学 海 事 科

学 部 の 学 生 に手 伝 っ て 頂 き ま した．こ こ に 記 して 謝意 を 表 し ま す。
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図 1　 2012年 11 月 3〜4 日に 観測 された風速 の 時 間変化。橋上

（地上 高約 20m）と堤防 （地 上 高 3m）は 10秒 暖間 値，　A闡eDAS （長

浜 局 ； 地 上 高約 lm） は 10分 ご との 最大瞬間値 を表 す。
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図 2 　 内 陸の 大 洲盆 地 と肱 川 河 ロ に お け る 海面 気 圧 の 差 （盆 地

マ イ ナス 河 口 ）と風速 の相 関。（a ）肱川 あ らしの 時間帯 （2011

年 12月 21〜22 日），（b）陸 風 の 時 間 帯 （2011年 11 月 1− 2 日 ），
（c） 季節風 の 時間帯 （2011年 12 月 22〜23 日）に おける結果。
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